








連させた学習を行 うことが可能であると考える｡これまでの研究で, ドイツの春の気候 と歌曲にみる春
の表現の関係について明らかにしてきた｡本研究では,日本の春の一気侯 と歌の関係を取 り上げて考察す
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治篇』および 『日本の唱歌 ･大正 ･昭和篇』と 『日
本童謡百曲集』(その一一その三)をみると,全510
表 1 二十四節気に対応する童謡 ･唱歌にみる春の歌
二十四節気 季節の特徴 曲例 春を表す言葉や素材 春を感 じさせる響き,リズム,フレーズ等
花が始まるo 林柳波 (詩)井上武士 (曲)文部省唱歌 ･鴬が暗く 律に動きを与えている (譜例 1)o
雨水 一雨毎に暖かさが増 してくる○ 『春よ来い』 ･春を待つ幼子の呼び 幼子の呼びかけがそのまま旋律に
各地で春一番が吹き,木の芽が膨 ら 相馬御風 かけ なっているC愛らしく印象的 (譜例
むo一方で冬型も現れやすい凸 弘田竜太郎 ･菅が膨 らむ 2)o
啓塾 冬ごもりをしていた生物が活動を 『あわて床屋｣] ･水辺を動き回る蟹 伴奏の 8分音符による刻みは蟹の
始めるC 北原白秋山田耕搾 鉄の音を摸 し,川辺のどかな雰囲気を思わせる (譜例 3)Q
春分 豪雪地域でも次第に積雪深が減少 『春の小川』 ･さらさら流れる小川 伴奏の音型が小川のせせ らぎを思
し,冬型の気圧配置が緩むo 高野辰之 ･川岸に咲く圭,蓮華草 わせる (譜例 4)Q
高い太陽高度での日照時間の増加Q桜の開花が始まるo 岡野貞一文部省唱歌 の花
清明 気温の上昇が特に大きいQ 『春が来た』 ･鳥が暗く 詩に合わせ旋律も問いと応答の形
周期的な天気変化が卓越D 高野辰之 ･花が咲く をとるo｢山に来た｣以降の辞の畳
関東以西ではソメイヨシノが花盛 岡野貞一 み掛けにも旋律が対応C単純なリズ
りとなるQ 文部省唱歌 ムの中にも春を待つ気持ちの高揚が感じられる (譜例 5)a
穀雨 日射が更に強くなるo 『鯉のぼり』 ･風に泳ぐ鯉のぼり 全曲を通してみられる付点のリズ
葉桜の季節q春の末に,からたちの 文部省唱歌 ･端午の節句 ムに力強さと躍動感が感 じられる
譜例 1『うぐいす』bar.9-12
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譜例 2『春よ来い』bar.1-4
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譜例 5『春が来た』bar.5-8
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譜例 6『鯉のぼり』baれl-4
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･伴奏の2分音符の音型は寺の鐘の音を模倣 している｡bar.16-19
･6.. 押 芸 もく ま 生 p _広 ;=
d 鈍 れ と か左左冒.k 与 でLなニケ
. 止 ‡ 葺 .葺 蔓 ,妄 E 妄 套








7_. ,nf . -=ニ -ー=モ L 言 . _く 二 一-==
ll U lJ ■
tJ I~ Y r I ' r r
も う じ き は る に な る だ ろう も う じ き は る に
~一 ､}′･B 堰 ≡癌≡蟹 ≡≡≡詑 芝垣 喜票 ≡ ≡ ≡ ≡- I- ....､■■｡■'■'■- - - ......i.
LJ▲1l●一■t -′J甲 leggieTt,i l ､ヽJ~L -i一｣













tJ rたん ほ ほ l
t' i 一j 一i 一 i一P 亨一一i一i一ゴ一ゴ一 重訂重訂珪訂
私 も . 五九
bar.36-39(壁-短調に転調)
36′"JRP = 一一一====二二 ,
I_, - -
と し ご ヒ に 7た れ ∫-J > け L'- ち .+
6品i=≡iiiヨー-一一一 -一一一一一-一一一-1
t' 申十土一i■ゴ一才'才一P也 J■一一｣■トー.⊥一｣一.■一L こ≦ i警 箸 tq J一 一 ■ 一丁 些L_'4句蛸 事≠■J■
ト′サ ｣一七. -
譜例 11『寂 しき春』(室生犀星/情水情)
･伴奏の和声が次々と変化 し,微妙な色彩的変化が生 じている｡中でも歌詞の ｢菜種のはなは遠きかな
たの波をつくりて｣の部分では減七の和音が多用され (該当個所を] で示す),調性が非常に不安定に
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図 3 ドイツ南部の 50.625N/9.375E における5日移動
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表 2-2学習指導案
(第 1時)
目標 ① 気候との関わりから,桜が咲く頃の季節行事や人々の気持ち .行動について考えるo
② 桜が咲く頃の気候について概観するo
学習活動 教師の支援 評価の観点




2.活動 1で挙げられた行事や行動 活動 1で生徒が挙げた内容について以下の視 行事や活動と自然環境 との関
と自然環境の関わりを考えるo 点から考えさせるo わ りについて考えることができ
･行われる場所 (戸外,屋内),人々の気持ち,自然の様子 (気温や天気,日差し,生物) たかC
3.桜が咲く頃の気候の特徴を知る 田仕事の始ま りと桜の開花の関係 を取 り上 興味をもって教師の話を聴 く
げて,気候の特徴を示すC･気温や天気 (冬や初夏とのイメージの違いも意識),日射量,植物の開花,桜前線,他 ことができたかC
4.まとめ _ ワークシー トに書いた内容を発表 させるo ワークシー トに記入すること
･今 日の学習でわかつたこと,気 それ らを整理 し,次時の活動に繋がるように ができたかo積極的に発言でき
目標 ① 春を歌った歌や俳句を取 り上げ,なぜそのように歌われているのかについて気候 との関わりから考えるo
② 歌や文学は季節と関係 していることを知るo
学習活動 教師の支援 評価の観点
1.｢さくらpさくら｣を歌うO 前時の復習として,桜の咲く頃の気候につい 積極的 に歌お うとしていた
て振 り返り,特徴を整理するo桜が咲いている情景や気候を思い浮かべなが ら ｢さくらさくら｣を歌 うように指示するo かO
2.｢さくらさくら｣の歌詞の中か 探 した言葉を発表させるQ言葉が表 している 春を表 した り,イメ一.ジさせ
ら春を表す言葉やイメージメ- ものや言葉か らイメージされ るものと気候の る言葉を探すことができたかC
ジさせる言葉を探すQ 関係について考えさせるo｢`弥生の空は'と歌われているねo空はどんな様子かな?明るい,それ とも暗い?｣｢雲かな?｣｢日差しは強いのかな?｣歌詞 に気候や季節の特徴が歌われていることを感 じ取らせるo
3.桜を詠んだ俳句を味わうo 桜を詠んだ俳句を紹介するo桜の咲いている 桜の咲いている情景や,雲や
･初桜折しも今 日はよき日なり 情景や天気をイメージさせ,音読させる○ 空の様子等,天気 をイメージし
(松尾芭蕉 :1644-1694) ｢どんな情景が浮かんできますか?桜はたくさ て作品 を味 わ うこ とがで きた
･人恋 し灯ともし頃を桜散る ん咲いてますか?空や雲は どんな様子で しょ かo
(加舎白雄 :1738-1791) う?思い浮かべながら,読んでみましょうo｣歌だけでなく俳句やその他の文学にも桜が様々に取 り上げられていることを知らせるo
4.折 り紙で桜の花を作るQ模造紙 折 り紙を使った桜の花の作 り方を教えるQ 興味をもって活動することが
に貼って満開の桜の木を作るo 手順に従って一人一つ花を作らせる○ できたかo
〔折 り方〕 あらかじめ1本の桜の幹と枝だけを大きく描
軸 尊 奇書 .いた模造紙を用意 しておくQそこに各 自で作った花を好きな場所に貼るように指示 し,満開の桜の木を作らせる○
5.まとめ ｢満開の桜ができたねoみんなでお花見をし 楽しく歌うことができたかo
･活動 4で作った桜木を見ながら ようQ｣(｢さくらさくら｣を歌 う) 進んで発言しようとしたかQ
再度 ｢さくらさくら｣を歌 うo 本時の学習活動を振 り返 りながら,気候が歌
･今 日の学習でわかったことや気 や文学 と関係 していることについてわか りや
づいたこと等をワークシー トに すく整理して話すQ




































源田俊一郎編曲による 『ふるさとの四季』より8曲を抜粋 し教材 として用いる｡『ふるさとの四季』は,








目標 ① 歌に表 されている季節の自然現象や人々の心情 .行動を捉えて歌唱するo
② 歌の背景にある日本の季節変化の特徴を概観するo
学習活動 教師の支援 評価の観点
1.季節を歌った歌を探すQ 身近な歌の中に,季節を歌った歌がいろいろ 歌集の中か ら季節の歌を見つ
･普段授業で使用している歌集を あることに気づかせるo けることができたかo
資料 とするo 見つけた歌を発表 させ,それ らを季節 ごとに
･見つけた歌の曲名をワークシートに記入するo 整理するQ
2_季節の歌の歌詞を見て,季節 生徒が見つけた言葉を発表 させるo 季節の自然現象や人の心情 .
の自然現象や人の心情 .行動等 見つけた言葉がどのような様子を表 している 行動等を表 している言葉を探す
3.日本の季節変化を概観するo 季節の行事や生徒の日常的な生活 と関連 させ 日本の季節変化の特徴 を捉え
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4.歌詞の深く関わる気候や風土 季節の言葉が気候や風土に深 く関わっている 歌詞に関わる気候や風土につ
について理解するQ ことを理解 させるために,歌詞の背景にみ られ いて理解できたかQ
る,気温や,降水 (積雪),花の開花,日照時間, 興味をもって教師の話 を聴 く
および,それ らに関与する気象システムなどについて 具体的 説明 qこの際,比較的急激あ いは段階的な遷移を伴っ 季節進行することによる多彩な季節感も注意を喚起するo ことができたかQ
5.歌詞の背景にある気候や風土 言葉から受けるイメージだけでなく,歌詞の 季節を表す言葉に注 目して歌
を意識 して歌唱する○ 背景にある気候や風土から喚起されるイメージ うことができたかC
『春の小川』『夏は来ぬ』『紅葉』 にも着目して歌 うように指示するo
『冬景色』他 ｢楽譜に示されている発想記号だけでなく,自分のイメージしたものから音の大きさや音色を工夫して歌ってみよう｣
6.まとめ 生徒の発表を整理 し,次時の活動に繋がるよ 積極的に発言することができ
目標 ① 季節を表す言葉を季節進行の特徴と関連させることにより,歌詞を科学的な目で捉えるO
② 歌詞から受けるイメージを膨 らませて表情豊かに歌 うQ
学習活動 教師の支援 . 評価の観点
1ー 復習 として前時に歌った曲を歌 季節 を表す言葉に注 目して歌 う様に指示す 積極的 に歌お うとしていた
うQ るo かQ
2,歌詞の背景にある気候に着目 歌詞に表 された自然現象や人々の心情に注 歌詞の背景にある気候や風土
し,歌詞を理解するo 目させるO歌詞の背景にある気候や風土につい に目を向け,歌詞を理解するこ
て,季節毎に特徴を挙げて話すo とができたかo
3. 『ふるさとの四季』から抜粋 し 第 1時で注意を喚起 した点 も含めて季節の 季節の移 り変わ りを意識 し,
た 8曲を歌 うo 移 り変わりを意識 し,歌詞に相応 しい音色や強 イメージを膨 らませて,歌詞に
･歌詞,旋律,リズムを確認す るD弱等の工夫をして歌 うように指示するo 相応 しい強弱や音色を工夫 して
･8曲を 1番の歌詞でメ ドレーで ｢どんな感 じに歌 うと良い と思いますか?｣歌 うことができたかo
歌 うo ｢楽譜にある強弱等の記号だけでなく,歌詞に
･表現の工夫をするQ 表われている季節や内容に合 う大 きさや音色を考えながら歌ってみよう｣
4,まとめ ワークシー トに書いた内容を発表 させ,それ わかったことや感想をワーク


























































































































『同 (中)大正 ･昭和篇』金田一春彦 ･安西愛子編,
講談社,1979
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Title: Seasonal transition in spring in Japan and musical expression on "spring" in children's
songs, school songs and artistic songs -A trial of joint activity of music with meteorology-
Haruko Kato (Faculty of Music, Kurashiki Sakuyo University),
Kuranoshin Kato (Faculty of Education, Okayama University)
Abstract:
In school education, many experiments on joint activities between the different special fields
have been performed. The present study is a trial of the joint research between music and
meteorology. Musical culture is reflected by the regional characteristics of natural environment
such as climate. So, it is possible to carry out the practices relating the natural environment and
the background of musical works to each other. We firstly investigated the musical expressions on
"spring" in children's songs, school songs and artistic songs in Japan. And then, the
climatological features on spring in Japan were examined with attention to the transition from
March to April. Based on our examination, we proposed study plans on joint activities of music
with meteorology in primary school and the lower secondary school.
Key words: spring season, climate and music, musical expression, seasonal variation of climate
system, joint activity of music and meteorology
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